
先後

先後

胸用平乳革には表と裏があります。
表：黒ツヤあり　裏：ざらざらツヤなし

胸用縫乳革には表と裏があります。
表：縫い目なし　裏：縫い目あり

先端をカットすると穴に通しやすくなります。　　　　
※切れ込みのない方をカットして下さい。
※〈先〉にセロハンテープを付けると通しやすくなります。

胸には３か所穴があいています。A→Ｂ
→Ｃの順に乳革を通していきます。左
右逆方向に取り付けると仕上がりがき
れいになります。

胴の裏側からＡの穴に
胸乳革の裏を上にして
〈先〉（平乳革・縫乳革
どちらもカットした方）
を通します。

胸乳革の〈先〉を〈後〉の切れ込みに通します。通す前
に一度乳革をひねった状態で切れ込みに通します。胸乳
革の先をＢの穴に通し、胸の表側に出し、Ｃの穴に表か
ら通します。表に出る部分は、乳革の表が見えるように
します。

胸乳革の〈後〉の切れ込みがＢの穴の上にくるまで入れます。Ａの穴
に今度は胸の表側から〈先〉を通します。そのとき、胸乳革の輪を
３㎝くらいになるようにします。胸表面から見て乳革も表になるよ
うにします。平乳革では黒ツヤのある方、縫乳革の場合は縫い目が
見えないようにします。※輪は最後にひっぱるので少し小さめにします。

1. 2.

3. Ｃから出た乳革の〈先〉をＡからＢ
に乳革がななめにわたっている部分
の下に通します。最後は輪をひっ
ぱってしめてから余分な〈先〉をカッ
トします。

4.

胸裏面

裏面右側

A〈平乳革〉

〈縫乳革〉

A

B B

胸用乳革には平乳革と縫乳革の２種類あります

C C

3㎝位

A

反対側も同様にします。
※ＢとＣの穴の位置は逆方向になっています。

Ｃの穴に通す

切れ込みに通す前
にひねってから刺
し込む
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表面

胸乳革の取り付け方
胸乳革


